
平成２７年２月１３日 こども未来課 

第７回新潟市子ども・子育て会議放課後児童クラブ検討部会 概要

日時：平成２６年１０月２１日（火）

場所：新潟市役所第１分館 1-602 会議室

議事内容

（１）子ども・子育て支援事業計画について 

（２）ひまわりクラブの運営について 

・事務局から内容を説明し、意見交換を行う。委員の主な意見は下記のとおり  

委員の主な

意見

（１）子ども・子育て支援事業計画について 

・子どもふれあいスクール（放課後子供教室）は、未開設の小学校が多くある。全小学校で積極

的に開設してほしい。 

・子どもふれあいスクール（放課後子供教室）と放課後児童クラブ、各々の機能を大事にしなが

ら、「一体化」ではなく、連携を進めていくことが必要。 

○部会修正版を送付し、確認いただいたものを部会確定版とし、子ども・子育て会議へ報告するこ

ととしました。 

（２）ひまわりクラブの運営について 

・１８時半以降の開設ニーズがあるのはどういう家庭なのか、就労時間などを把握し、分析しな

いと判断できない。 

・閉じる時間まで利用していいという考えになってしまう。保護者の息抜きや負担軽減もあって

も良いが、当たり前となってはいけない。本当に必要かどうか分析し、余計な支援はしなくても

よいと考える。 

・ひまわりクラブ指導員から、本当に必要でない方の利用の話を聞くことがある。ふれあいスク

ールも本来預かりの事業ではないが、子どもを預けるために利用する方がいる。子どもと保護者

が一緒向き合う時間はとても大切。必要な方に必要な分だけのサービスを提供することで良いと

考える。 

・１９時までが妥当と思っていたが、利用料金を払っているからと、１９時まで預けることも考

えられる。子どもが家庭で過ごす時間は大切。「必要な人に必要なだけの時間を」という考えに

変わった。 

・地域の子どもは地域で居場所をつくってあげたい。 

・子どもと保護者の過ごす時間は大切だが、開設時間にも地域性が必要なのではないか。一定時間

で区切ることは賛成だが、必要な方のニーズには応えていく必要があるのではないかと考える。

・ニーズにどこまで応えるのかは難しい。子どもにとって家庭生活はとても大切なこと。子どもに

好ましい生活リズム、睡眠、食事、コミュニケーション、これらは学力にも関連がある。 

・子ども優先の視点が大切である。指導員の労働条件にも関わってくる。 

○１２月市議会に、児童福祉法の改正等に伴うひまわりクラブ条例の一部改正を提案する際は、

開設時間は変更しないことを確認しました。 

資料５ 
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委員の主な

意見

○その他、ひまわりクラブの運営について、委員から次の意見がありました。 

・学校施設や敷地を利用したひまわりの整備について、小学校と丁寧に協議を進めていると聞いて

いる。学校側も普通教室の確保が必要。今後も丁寧に協議を進めてほしい。 

・補助員も３年以内に放課後児童支援員資格を取ることが必要だが、退職した方の雇用を妨げるこ

とにならないか。（事務局：妨げることにはならない。） 

・ひまわりクラブの開設時間後は、ファミリー・サポート・センターの活用ができると思われる。

・ひまわりクラブ各施設の、受け入れ人数の許容範囲を、定員の何割増しまでなど、定めてもよい

のではないか。 

・児童の受入れを制限するとしたら、どの様な選考基準となるのか。（事務局：市社会福祉協議会

と協議していきたい。） 

・各学校の実態に応じて、ひまわりクラブの施設整備、受け入れ対象児童など決める必要がある。

情報を地域にも出してほしい。今後密に地域、学校と連携しながら、いい状況をつくっていける

といい。 

○ひまわりクラブ運営については、引き続き検討していくこととしました。 


